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期冒､期間､場所､対象､定員､内容､編成､修了認定､回数など - についても､現在立案中である｡ FDの基
礎理論については､月例研究会での議論の蓄積などを踏まえて､別の機会に論点を総括的に概観 し必要な議論を展開












































マ ｢戦後50年と教育学｣)第 3日目のプログラムであった ｢課題研究 3 教育学教育の課題｣での私の発表内容と､
これに関連する諸資料である｡この課題研究は､27日の9時30分から12時までの予定であったが､実際にはおよそ20
分あまり時間を超過 して終了 した｡司会は､稲垣忠彦 (滋賀大学)･樽松かはる (桜美林大学)の両氏であり､提案






























生産的な企画に参加 した記録をすべて残 しておくことにしたい｡それはなによりも京都大学での ｢高等教育における
教授システム開発研究｣の出発点を､ほかならぬこの - 愛媛大学での研究と教育の中間的な総括の意味を持っ -






なお､｢資料4｣はすでに､日本教育学会の教育学研究編集委員会が編纂する 『教育学研究』63巻 1号 (1996年 3








研究｣通年)を除けば､学部では､｢教育の本質｣(前学期)/ ｢教育哲学 ･人間形成論｣(前学期)/ ｢道徳教育の





































- ｢脱構築｣ではなく - ｢構築｣を図りつつ､これと同時進行的に､教育学教育を行わなければならないので









































































ホスピタリズム 初期 - 中期 施設漂流と不適応
児童虐待 初期 - 中期 主疑固家族とラベリング
























｢児童虐待｣論では､回りの人々の ｢善意｣のラベリング (｢かれらは虐待家族だ｣)のもっ破壊的作用について論 じ
ます6)｡さらに､｢教員養成｣論では､誰も完成 したものはいないことを指摘 し､さらに教育責任という観点か ら､
教育する側の人たちがすべて､問題を一人で抱え込むのではなく､互いに ｢助けてくれ｣と言うことのできる ｢強さ｣
- エリクソンのいう ｢徳｣- を共有する､組織だった連携をっくりだすことが必要であることを説き､ この視
角から､学校論に立ち入ろうと考えています7)｡
以上のようにして､学生たちの知識の範囲を拡大し､さらに彼 らの先入観に働きかけて､〔教育責任を担 う主体形
























































































































4)田中毎実 ｢ホスピタリズムと教育における近代｣(近代教育思想史研究会編 『近代教育フォーラム』第 2号､
1994年)
5)田中毎実 ｢教育と発達の論理｣(原 聴介編 『教育の本質と可能性』八千代出版､1996年)
6)ホスピタリズム事例と児童虐待事例については､共同研究の形で世織書房から刊行の準備中である｡
7)田中毎実 ｢教育養成の人間学的 ･歴史的基盤とその制度化一人間形成論的考察-｣(平成4年度大学教育方法等






学部等 l教 育 学 部 l授業科目の区分 l教養教育科目 共通基礎教育科目 専門基礎教育科目 専門教育科目
授業科目名 J 教育哲学/人間形成論 l担当教官名 l 田 中 毎 実 内線 (3332)
対象学生 】 各課程3年次 i学期及び曜時限 】 前学期 (月曜-時限)
単位､必修 .選択の別及び教室名 2単針 必修 選択必修 選択 l教室名 童 301






授 業 の 概 要 入門講義であることを考慮 して､講義では､ホスピタリズムや児童虐待の事
例､そして､｢老いと死｣や ｢教員養成｣などを具体的手掛かりにする哲学
的な考察によって､人間形成論の輪郭を描く0第1回 教育学と人間形成論
第 2回 ホスピタリズムの人間形成論(1)- 事例の概観 -
第 3回 ホスピタリズムの人間形成論(2)- 学校複合体と施設措置 -
第4回 ホスピタリズムの人間形成論(3)- ホスピタリズムの意味 -
第 5回 児童虐待の人間形成論(1)- 現況と事例の概観 -
第6回 児童虐待の人間形成論(2)- 虐待と家族生成 -
第 7回 児童虐待の人間形成論(3)- 児童虐待と相互性 -
第8回 ｢老いと死｣の人間形成論(1)- 老いと死の現状 -
第 9回 ｢老いと死｣の人間形成論(2)- 老いと死の受容と相互形成 -
第10回 ｢老いと死｣の人間形成論(3)- 老いと死と相互形成 -
第11回 教員養成の人間形成論的検討(1)- 教えることの人間学的意味 -
第12回 教員養成の人間形成論的検討(2)- 教員と学校の社会的機能 -




































授 業 展 開
第 1回 4月17日 ｢教育｣と ｢教育学_とによって､これま成論｣を展開する必
副題;教育学と人間形成論


















第11回 7月 3日 受講生には､講義者これにもとづいて､は､まず､教えるこ
副題;教員養成論(1)
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授 業 展 開 授 業 内 容
第 1回 4月17日 ｢教育｣と ｢教育学｣の意味と語源をたどり､あわせて今日の教育現実を振り返ることによって､これまで 教育学の自己理解が狭陰すぎることを示し､新たに ｢人間形
副題;教育学と人間形成論 成論｣を展開する必要があることを説明した○講義者のホスピタリズムに関する論文
の該当箇所をコピーして配布した○






第 4回 5月 8日副題;ホスピタリズム論(3) まず､先回の小テストの答案の一部をコピーして配り､これについて教師の見解を示
すとともに､答案を参考にして､これまでのマクロレベルの歴史的社会的議論とミク
ロレベルの事例に関する議論の相関に焦点づけて､必要な議論と補足を行ったo









第 8回 6月5日副題;児童虐待論(2) 資料に沿って､A男とB男の連続虐待の事例の概要を説明した○その際､外部からの
｢虐待家族｣というラベリングと内部の虐待における ｢犠牲の羊戦略｣が家族を凝固
させていることを論じたo
第 9回 6月12日 簡単な図式的なまとめの表 (付表 ｢児童虐待覚書｣を参照)を配布して､解体家族/凝固家族/生成家族というモデルによって､M事例/虐待事例/通常事例の相関を論
副題;児童虐待論(3) じたo最後に､講義者の ｢老いと死｣に関する論文の一部と､今日の日本のライフサ
イクルに関する統計資料をわたしたo




































児童虐待に粥する投薬に対して､戯 ･意見 ･疑問 ･質問などを書きなさい｡
窮鳥学部 曹 学年 課程
一触 』』鹸
(専攻 ･専修 ･fJニス)番号 宙 氏名 章 棄 妻
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(1) 受講生たちの教職-の異なったスタンスを考慮して､授業を ｢教員-の職業教育｣としてよりも､むしろ ｢教育
する存在としての人間 (homoeducans)への教養教育｣として構成する｡つまり､教職に必要な技術や知識の伝


























































































































































学会当日に配布 したこの資料を今一度読み返 してみると､関連する問題を列記 したまま､自分自身の考えを突き詰










原稿の末尾で指摘 した ｢今後に残された課題｣のうち､とくに ｢見込まれる学生の先入観｣のリストアップは､つ
いに実施できなかった｡これはもちろん､学生たちの講義への反応が､当初に予期していたもの - これについて
は ｢資料 1｣などでかなり詳しく記しているので､それぞれに該当箇所を参照されたい - とはあきらかに食い違っ
ていたからである｡ この点についての反省は､｢資料1｣でも ｢資料4｣でも繰り返 しおこなっている｡













これは､学会当日の議論を踏まえた上で､｢資料 1｣を可能な限り切り詰めて､要約 したものである｡ 当日の議請
のすべてを細かなニュアンスまで含めてきちんと受け取ることは､ここで与えられた枚数の制約の下では､およそ不









1)｢ミニマム ･エッセンシャルズ｣の問題 - これは､授業で伝達しようとする教育内容に関する議論である｡
学会の討論では､学生が教育学関連の授業の答案に ｢ケスタロッチ｣と書いたというきわめて象徴的な事例が提出さ
れ､これをめぐって､若干のやり取りがあった｡私は､｢何をミニマム ･エッセンシャルズと考えるのか｣ という問








が､ともに - たとえかなり困難ではあれ - 私に課せられた今後の重大な課題である｡
2)｢教育する存在への教養教育｣の問題 - 今回の発表で､私は､先にも繰り返し記したように､受講生たち
の教職への構えのバラツキを考慮して､授業を ｢教員-の職業教育｣ではなく､｢教育する存在としての人間 (homo
educans)への教養教育｣として編成 したいと記 し､さらに ｢技術や知識の伝達｣よりも､むしろその人間的土台と
なる ｢教育的センス｣を磨き､｢教育についての解釈枠組｣を再構成 し確立することを目指すと述べた｡ この場合の
三者 - つまり､｢技術と知識｣､｢教育的センス｣､｢教育についての解釈枠組｣- 相互の関連は､学会ではかな
らずLも論議の主題にはならなかった｡ しかしこれは､私自身がまだうまく説明できないでいる､重大な論点である｡
しかもこれは､授業の目指す教育目標の問題と直結 している｡ 良 く知られているように､今日の高等教育では､在来




3)学生の ｢反知性主義｣と教員の ｢研究と教育の分裂｣の問題 - これもまたすでに記 したように､私は､学
生の ｢反知性主義｣に対抗 して､｢出来合いの知識 ･技術を押 しつける｣のではなく､｢理論の生成過程に立ち会わせ
るように努める｣と記 した｡ 学会当日には､この ｢反知性主義｣なるものの意味内容をただす質問はあったが､この
ような状況判断の妥当性に関する疑義は別段提起されなかった｡ しかし､他の発表者のきわめて楽 しそうな､学生た
ちの参加意欲を駆り立てる授業実践の報告や､私自身の授業-の多くの学生の肯定的な反応を思い合わせるのなら､
学生たちには - ｢本嫌い｣とは位相を異にする - ある種の ｢健全な知性主義｣といったものが､確実に共有





















などを通 じて原理的に分析し説明するとともに､在来の ｢学力｣や ｢知能｣や ｢学校知｣などの諸概念と関連させな
がら､これを全面的かつ構造的に規定する必要がある｡ この原理的 ･実践的な仕事は､上記の ｢教養｣論を補足 して
現代的な教養論を全面的に展開するものともなるはずである｡ 今日における ｢教養論｣は､おそらくこのような特殊
な理路を辿るはかには論じきれないであろう｡




























































-の構えのバラツキを考慮 して､授業を ｢教員-の職業教育｣ではなく､｢教育する存在としての人間 (homo
educans)への教養教育｣として編成 したい〕と記し､さらに､〔｢技術や知識の伝達｣よりも､む しろその人間的土
台となる ｢教育的センス｣を磨き､｢教育についての解釈枠組｣を再構成 し確立することを目指す〕 と述べた｡ 今日






















































































4単位 ぎ 選 択
授業のキーワー ド
教室名 ≡141(2回冒以降は楽友会館 2階会議室で)
発 達 ライフサイクル … 相互形成 システム
授業の目標及び期待される学習効果
授 業 の 内 容


















第 1回 ライフサイクルと相互形成 一 授業の全体像について 一
第 2回 今日の教育状況とその理論 一 資料の読解(1)I
第3回 今日の教育状況とその理論 一 資料の読解(2)-
第4回 ホスピタリズムの人間形成論(1)- 事例の概観 一
第5回 ホスピタリズムの人間形成論(2)一 学校複合体と施設措置 一
第 6回 ホスピタリズムの人間形成論(3)- ホスピタリズムの人間存在論 一
第 7回 ホスピタリズムの人間形成論(4)
- ホスピタリズムの人間形成論的意味 一
第8回 児童虐待の人間形成論(1)- 現況と事例の概観 一
第9回 児童虐待の人間形成論(2)一 児童虐待と相互性 一
第10回 児童虐待の人間形成論(3)- 児童虐待の人間形成論 一
第11回 青年の人間形成論(1)一 青年と家庭 ･地域 ･学校 一
第12回 青年の人間形成論(2)一 自閉と漂流 一
第13回 青年の人間形成論(3)一 青年論の現在 一
第14回 ｢老いと死｣の人間形成論(1)- 老いと死の現状 -
第15回 ｢老いと死｣の人間形成論(2)一 受容と相互形成 一
第16回 ｢老いと死｣の人間形成論(3)- ｢老いと死｣の人間形成論 -
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授 業 の 概 要 第17回 ｢教えること｣の人間形成論(1)- 教えることの人間学的意味 -
第18回 ｢教えること｣の人間形成論(2)- 親と教師 -
第19回 ｢教えること｣の人間形成論(3)- 教えることと歴史 -
第20回 ｢教えること｣の人間形成論(4)- 教えることとライフサイクル -
第21回 人間形成論のために(1)- ライフサイクル論の概観 -
第22回 人間形成論とために(2)- 相互形成論の構築 -


























































授 業 展 開
第 1回 4月15日 講義全体の意図と計画｢教育｣と ｢教育学｣¢ることを示し､新たに毎回各人に小レポート
副題;ライフサイクルと
相互形成














第 8回 6月17日 先に配布 した虐待事例
副題;児童虐待論(1) について､可能な限り






第12回 7月15日 今日の青年の自己形成のあり方を､その心身の特殊なあり方 - ｢自閉｣と ｢漂流｣
副題;青年論(2) - から､検討し､新たな青年論を展開する必要性について論ずる○
第13回 10月7日副題;青年論(3) 以上の考察をまとめて､青年の人間形成論について､中間的な総括を行う○ その際､
受講生の小レポートを手掛かりとする相互討議を試みるo 最後に､次週以降の ｢老い
と死｣論に関する関連資料を配布するo






第16回 10月28日副題;｢老いと死｣論(3) 以上の考察をまとめて､｢老いと死｣の人間形成論について､中間的な総括を行 う○
その際､受講生の小レポートを手掛かりとする相互討議を試みる○ 最後に､次週以降
の ｢教えること｣論に関する関連資料として､講義者の教員養成論の一部を配布する○





第19回 11月25日 親と教師を包括的な家庭論 .学校論の文脈に位置づけ､今日の ｢教えること｣の意味を､マクロレベルで歴史的､社会文化的に把握することを試みるo つまり､中世的な
副題;｢教えること｣論(3)共同体の解体後の個人化され国家化された仕方で成立した ｢教育｣を今日あらためて
｢相互形成｣として再規定することの意味を､文明史的に考えるo
第20回 12月2日 ｢教えること｣の人間形成論的意味を､在来のライフサイクル論における中年論の枠内で､中間的に考察するo その際､｢ジュネラティゲイティ｣と ｢中年期危機｣に焦
副題;｢教えること｣論(4)点を置いて､｢教えること｣の意味を中年期の自己形成と相互形成の連関からとらえ
る○ その際､受講生の小 レポートを手掛かりとする相互討議を試みる○
第21回 12月9日 これまでの講義で論じてきた ｢ライフサイクル｣に関する議論を､ここで総括的に検討する○ ライフサイクル論の歴史的な系譜と理論の諸類型を概観し､ の論の現代と
副題;人間形成論(1) いう特殊な時代に制約された在り方について考え､適切なライフサイクル論の輪郭を
描くo







第21回 1月13日 レポー トを回収するOについて考察する○ そ
副題;人間形成論(3) ｢人間形成論｣が､こオするものであることを
第21回 1月20日副題;大学授業論 本講義を振り返りなが一端としての本講義の先に回収 したレポ- 卜
､あさらかにする｡
｢教育学｣を再構築
ら､その内容と形式の両面から､大学における高度一般教育の
意義と問題点を学生諸君とともに総括的に検討する｡その際､
を手掛かりにして､議論を展開する｡
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